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研究成果の概要（和文）：　本課題では，超級日本語学習者が日本語の多様な文の構造を正確かつ円滑に処理している
かを明らかにしようと試みた。脳科学実験を通して，超級学習者の処理過程が母語話者とどのように異なるかを検討し
，彼らの十全なコミュニケーションの実現に貢献することを目指した。一連の実験を通して，バイリンガルの非選択的
語彙アクセスは，統語情報へのアクセスにまで及ぶことが分かった。超級に達した日本語学習者であっても，母語の中
国語と同形同義語が日本語で提示されると，その語が日本語に存在しない中国語の統語情報であっても，非選択的・自
動的に統語情報にアクセスしてしまい，誤った判断を誘発することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Since super-advanced Japanese learners have achieved at the high level of Japanese
 proficiency, they are expected to be able to understand complex-structured sentences as in native Japanes
e speakers. Thus, using experiments of reaction-time paradigm and brain event-related potentials, the pres
ent study investigated how native Chinese speakers with the super-advanced Japanese proficiency process Ja
panese sentences. When syntactic information of verbs in sentences is shared by both languages, they could
 efficiently process them. However, when syntactic information of L1 Chinese differs from L2 Japanese, the
y process worse than information shared by two languages. Consequently, L1 syntactic information is automa
tically activated to interact with the processing of L2 Japanese sentences. The present study provided evi
dence that syntactic characteristics of L1 affect L2 sentence processing among Japanese learners even with
 the super-advanced level.
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１．研究開始当初の背景 
超級の日本語学習者は，日本語学習がほぼ
達成されているとみなされ，従来彼らの文理解
の過程は網羅的に検討されなかった。しかし彼
らは，日本語能力が高い分，日本語を用いてよ
り複雑で高度なコミュニケーションを行っており，
周囲からの期待も高いと思われる。もし超級学
習者が複雑な文やそのかき混ぜ語順の理解が
母語話者ほどには十全ではないとすると，彼ら
自身もその周囲も予期しなかった誤解が生じ，
活動の目的が達成できない恐れが出てくる。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では，心理言語学の行動実験を
通して，超級日本語学習者が日本語の多様な
文の構造を正確かつ円滑に処理しているか
を明らかにすることを目的とした。さらに，
脳科学実験を通して，超級学習者の処理過程
が母語話者とどのように異なるかを解明し，
彼らの十全なコミュニケーションの実現に
貢献することを目指した。 

 
３．研究の方法 
日本語の多様な文の正誤判断課題を
E-prime の実験ソフトを使って提示した。さ
らに，ターゲットとなる語や句での事象関連
電位(以下，ERP)を測定した。課題に対する
反応時間と特定の語や句での脳波を観察す
ることで，文全体と特定の語や句の認知処理
のメカニズムを解明することができる。 
 
４．研究成果 
日本に留学して大学および大学院で学ん
でいる超級日本語学習者が，母語の影響を受
けながら複雑な構造の文をどのように処理
しているかを考察することを目的とした。中
国人日本語学習者が，統語情報の異なる日中
同形同義の漢語動詞と形容詞をどのように
処理しているかを，句正誤判断課題による反
応時間，正答率および ERP を測定して観察し
た。 
まず動詞について，３つの刺激条件で実験
した。第１の条件は，日本語と中国語の両方
で使える動詞である。例えば，「発展する」
であれば，両言語で自動詞として使えるので
「経済が急速に発展した。」という表現が日
中両言語使用できる。第２の条件は，中国語
では可能であるが，日本語では言えない条件
である。例えば，「経済を急速に発展した。」
は，他動詞として使用されており，中国語で
は正しいが，日本語では誤りである。第３の
条件は，「経済が急速に発展しれ。」という日
本語で形態素変化(いか，活用)の誤りの条件
である。第１の日中で同じ自動詞使用の場合
には，迅速かつ正確に処理され，図１に示し
たように ERP においても，第３の動詞活用の
誤り条件と，600 ミリ秒から 800 ミリ秒あた
りで大きく振幅が異なっていた(P600)。一方，
日中で自他の使い方が異なる他動詞の条件
では，活用の誤り条件と両言語で使用される

自動詞条件の間くらいになり，中国語での統
語的使用が，バイリンガルの非選択的な統語
的情報へのアクセスにまで及ぶことが示さ
れた。 
 

さらに，日中両言語の関係で，日本語では
言えるが中国語では言えない条件について
も同じ実験を行った。しかしこの場合は，日
中の統語情報の違いは影響しなかった。つま
り，L１の中国語で統語情報が存在しない場
合は，L2 の日本語の処理に影響しないことが
分かった。 
漢字二字からなる漢語の形容詞的な使用
についても同じ実験を行った。日中不一致条
件 (例：「科学な方法」―中国語では形容詞
として使用できるが日本語ではできない) 
と日中両言語で一致している条件 (例：「明
確な目標」―日中両言語で形容詞として使用
できる) を用いて，30 名の超上級の日本語学
習者に実験を行った。その結果，日中両言語
で漢語の統語情報が不一致の場合は一致す
る場合より反応時間が長く，正答率も低かっ
た。したがって，同形同義の漢語の処理にお
いて，処理対象の言語と関係なく日中両言語
のレキシコンの統語情報が活性化されると
考えられる。つまり，バイリンガルの非選択
的語彙アクセスは，統語情報へのアクセスに
まで及ぶことが分かった。超級に達した日本
語学習者であっても，母語の中国語と同形同
義語が日本語で提示されると，その語が日本
語に存在しない中国語の統語情報であって
も，非選択的・自動的に統語情報にアクセス
してしまい，誤った判断を誘発することが明
らかになった。 
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